
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

金ケ崎町家庭教育支援チーム 

 （呼称：はぁと♡マム） 

 

②活動拠点 金ケ崎町中央生涯教育センター 

③活動範囲 金ケ崎小学校区、金ケ崎町内 

④組織体制 

 

   ５ 人 

地域のお母さん方５人で構成 

 

⑤活動開始年度 平成２７年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

金ケ崎町中央生涯教育センター 

（TEL）0197-44-3123   （E-mail）maikomimai1015@au.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・移住者が多い町であるためアウェイ育児（自身が育った市町村以外での

育児）の母親が多いことを踏まえ、孤立育児にならないように、子育てにつ

いての情報交換や、悩みについて話をすることでストレスの軽減などにつな

がる場の提供を行っている。 



 

① 毎月１回のサークル活動 

・会員の皆さんからやりたい事について聞き取ったことを年間予定に反

映 

② 年２回『子ども服・町内学用品 無料お譲り会』を開催 

・衣替えの時期や町内の学校の離任式後に開催（近隣市町村からも来

場あり） 

③ 『はぁと♡マム文化祭』開催（年１回） 

・ハンドメイド・ステージ等（来場者数：コロナ禍前は約８００名、２０２３年

は約５００名） 

・平成 29 年度から継続 

④ ママのお話メイン企画『ママのしゃべりば』開催（年２、３回） 

・テーマを決めて参加者同士が子育ての悩みや疑問を話し、お互いにア

ドバイスし合うイベント 

⑤ 『夏・冬の長期休みの勉強会』 

・基本親子参加として、学童に行っていない子が勉強したり、遊んだりで

きる場を提供 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・毎月のサークル活動やイベント等で、異年齢交流、子育てに関する情報

交換ができた。参加者同士がつながる事により、お子さんの入園、入

学、進級等の不安軽減になるという意見や、地域制限などない為だれで

も参加しやすいという成果があった。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


